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ビジトピ
5/23（土）盗掘防止キャンぺーンで約100人に啓発しました。
例年、5月中旬～6月中旬の休日のビジターセンター前の
駐車場は、天気が良ければ登山者の車で満車です。

盗掘防止キャンぺーンの様子 満車のビジターセンター前の駐車場

2026.6.15

十勝の自然史研究会（5/23）を
はじめとするツアーで、アポイ
岳とビジターセンターは賑わっ
ています



5/29（金）えりも岬で、ミヤマアズマギクを観察

アポイ岳の固有な種のアポイアズマ
ギクは、ミヤマアズマギクの変種

アポイアズマギクは、ミヤマアズマ
ギクよりも、毛が少なく、葉も細い

えりも岬は、新第三紀漸新世
（3,390-2,303万年前）の襟裳層
（栗田・楠1997）。日高山脈ができ
つつあった時代、海の中で形成され
た砂岩・泥岩・礫岩からなる。

えりも町歌別川河口の工事に伴い
露出した露頭（砂岩・泥岩・礫岩）
で、古第三紀（5,300万年前）の中
の川層群歌別層（Nanayama et al 
2019）。中の川層群の西縁は日高変
成帯上部層に漸移する。つまり、日
高山脈を作る地質の、一部の原岩が
この地質。
なお、2015年の秋に、歌別川河口
で見た鮭の群れの遡上は圧巻でした。

6/10（水）
きらめきサークルの
ビジターセンター見学

6/10（水）町内ツアー
ビジターセンター見学
西日本新聞旅行社

8年ぶりに、「きらめきサーク
ル」のみなさんが、ビジターセン
ターに来てくださいました。新しく
なった展示物の見学、カタバミで10
円玉磨き・笹船流しを行い、自然に
親しみました。

九州とは異なる、北海
道の自然・歴史を楽し
まれていました。
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